
長崎県肉用牛改良センターだよりR2-26 号
令 和 3 年 2 月 5 日

長崎県基幹種雄牛の枝肉成績

長崎県で現在繋養中の基幹種雄牛の枝肉成績を取りまとめましたのでご紹介します。

（一代祖別にみた去勢肥育牛で 100 頭以上の出荷があったもの）

気高系の｢金太郎３｣は、枝肉重量が 538.1 kg と群を抜く成績となっています。また、同系

統の｢勝乃幸｣は、枝肉重量を除く項目において最高値を示し、BMS. No. は驚異の 9.0 を記

録しています。但馬系の｢弁慶３｣は、良好な肉質成績とともに枝肉重量 510.5 kg を誇り、質

量を兼備した新世代但馬としての活躍が期待されています。

長崎県ではその他にも別紙のとおり気高、糸桜および但馬の 3系統ごとに能力の高い種雄

牛を造成しておりますので、是非、ご活用ください。

※凍結精液は全国の畜産農家にも販売しておりますので、（一社）家畜改良事業団の各道府県窓口団体
にお問い合わせください（一部の種雄牛を除く）。

種雄牛別の枝肉成績（去勢の平均値）
種雄牛
（一代祖）

月齢
枝肉重量
（kg）

ロース
（cm2）

ばら厚
（cm）

皮下脂肪
（cm）

歩留
基準値

BMS.
No.

金太郎３ 6,484 28.9 538.1 61.5 8.6 2.7 74.0 7.2
勝 乃 幸 997 28.9 493.3 67.6 8.7 2.3 75.7 9.0
百 合 幸 855 29.0 514.7 66.2 8.4 2.4 75.0 7.7
花 勝 国 271 28.9 497.3 59.0 8.2 2.4 74.1 7.4
弁 慶 ３ 130 28.5 510.5 64.4 8.7 3.2 74.3 8.0
参考：全頭 54,227 28.9 499.3 60.2 8.1 2.6 74.1 7.0
※肉用牛改良センター調べ（対象期間：H26.4.1～R2.5.31）
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